
入学者に関する受入方針 

 

本学におけるアドミッションポリシー 

 

① まず本学にて向上、発展することとして、入学生は社会の形成者として豊かな人格 

を完成することを目指し、次に次世代の我が国の担い手となる乳幼児及び児童を保育、

教育するに足りる心身の健康、知的、道徳的及び創造的な能力を持った有能な保育者、

教育者養成を図る。 

さらに本学の建学の精神である「個性の伸展における人生練磨」のもとに、入学生 

一人一人は第一義体で象徴される個性を有するものと捉え、総合的な技能、知識、能

力を形成しつつその個性を保育、教育現場で活かすための有効な研鑽を進めるもので

ある。 

 

② 本学の入学生には、心身ともに健康かつ文化的な人間であることを求める。 

さらに己の個性とはという命題に注視し、それらを向上させ、発展させるに必要な 

可能性を持ち、努力する意志を持つことを求める。 

 

③ 本学では保育、教育という人間を養育する職務に従事する者は、総合的人間力を有

することを願う。それは、単に高校時代までの学科教育の評価だけで判断されるもの

ではない。学生がまず子どもが好きである、子どもの世話をしたいという単純かつ壮

大な思いを持ち、保育、子ども教育への強い関心、素養そして意志を評価するために、

学力試験に偏らず本学独自の「保育者カード」を事前作成してもらいそれに基づく面

接や子どもの遊びに関する実践を行うなどの評価システムを構築している。 


